NEJM勉強会2002 第16回  02/5/29実施 Bプリント　担当　鈴木美穂
＃１　画像所見

右側の島皮質・極包・前障・外包・側頭葉内側にT1でlow、T2でhighの浸潤性の病変

PETにて頭頂葉と前頭葉の取り込み減少

＃２　全身症状

体重減少…数ヶ月で５kg

易疲労感

睡眠障害、不安症

tachycardia

＃３　痴呆

失見当識…時間・人について

記憶力低下…短期記憶を中心に（想起試験の成績低下）

高位脳機能障害…注意力低下・方向感覚障害・構成失行・失算

MMSE24点→18点、Blessed dementia scale 13点　

病的反射陽性…足底筋反射・把握反射・口尖らし反射

幻視

＃４　パーキンソニズム

振戦…安静時および運動時

Cogwheel rigidity…手首

寡動…仮面様顔貌（左で優位）、動作緩慢、運動のぎこちなさ（左＞右）小字症、monotonous speech　　

Myerson sign(+)

自律神経症状…便秘、性機能低下

＃５　不随意運動…ミオクローヌス、顔にねじれ運動　

＃６　深部感覚低下…振動覚、書字覚低下　

＃７　DTR亢進…全般的に　

＃８　薬剤　　Amytriptyline、doxepin…三環系抗うつ薬

　　　quinidine

＃９　不整脈の既往

＃１０パーキンソニズムの家族歴

＃１１脳波…基礎波が４－７Hzの徐波、側頭葉優位にスパイク波が出現

[参考]

足底筋反射…足趾の足底面あるいはつけねをハンマーで急に上に向けて叩き足趾の足底へ屈曲すると陽性。前頭葉Area６の障害とされている。正常ではほとんど出ず、錐体路障害があると抑制がとれて誘発される。

把握反射…手掌（特に母指と示指の間）を軽くこすると手指が屈曲しこれを把握しようとする。前頭葉の障害のときその反対側の上下肢に見られる。乳幼児では常に見られる。

手掌頤反射…手掌の母指球を鍵などでこすると同側の頤の筋肉に収縮が起こる。通常錐体路障害、前頭葉障害字に出現するが、正常で見られることもある。 

口尖らせ反射…上唇の中央を軽く叩くと、唇が突出し唇にしわができ、尖り口になるのが陽性。正常では出現せず、陽性のときは脳での両側錐体路障害を意味している。

Myerson sign…眉間をハンマーで叩くと両側眼輪筋が収縮する（眉間反射）が、パーキンソン症候群や神経質な人ではこの反応が亢進し、何度繰り返し叩いてもこの反射が良く出る。

